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第
二
の
二
中
「
盛
り
込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
事
項
は
別
表
第
二
」
を
「
お
い
て
は
、
別
表
第
二
二
の
項
」に
、「
と
し
、

こ
の
う
ち
同
表
三
の
項
」
を
「
、
同
表
三
の
項
」
に
、「
見
込
み
に
関
す
る
事
項
」
の
下
に
「
及
び
同
表
四
の
項
に
掲
げ

る
事
項
」
を
加
え
、「
方
策
に
関
す
る
事
項
及
び
同
表
四
の
項
」
を
「
方
策
に
関
す
る
事
項
及
び
同
表
五
の
項
」
に
、「
と

す
る
」
を
「
と
し
、
同
表
一
の
項
に
掲
げ
る
事
項
、
同
表
六
の
項
に
掲
げ
る
事
項
及
び
同
表
七
の
項
に
掲
げ
る
事
項
は

盛
り
込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
事
項
と
す
る
」
に
改
め
、
同
二
の
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
地
域
相
談
支
援
又
は
指
定
計
画
相
談
支
援
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提

供
体
制
の
確
保
に
係
る
医
療
機
関
、
教
育
機
関
、
公
共
職
業
安
定
所
そ
の
他
の
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

措
置
を
実
施
す
る
機
関
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項

第
二
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、
障
害
保
健
福
祉
の
観
点
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
医
療
、
教
育
、
雇
用
等
の
分
野

を
超
え
た
総
合
的
な
取
組
が
不
可
欠
で
あ
り
、
医
療
機
関
、
教
育
機
関
、
公
共
職
業
安
定
所
そ
の
他
の
職
業
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
措
置
を
実
施
す
る
機
関
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
の
二
の
２
を
３
と
し
、
同
二
の
１
の
^

中
「
意
向
等
」
を
「
意
向
、
心
身
の
状
況
等
」
に
改
め
、
同
１
を
同
二

の
２
と
し
、
同
２
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

１

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
に
関
す
る
事

項
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
第
二
に
即
し
て
目
標
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
数
値

目
標
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
更
に
推
進
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
障
害
福
祉
計
画
の
実
績
及
び
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
設
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

第
二
の
三
中
「
盛
り
込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
事
項
は
別
表
第
四
」
を
「
お
い
て
は
、
別
表
第
四
三
の
項
」に
、「
と
し
、

こ
の
う
ち
同
表
四
の
項
」
を
「
、
同
表
四
の
項
」
に
、「
事
項
及
び
」
を
「
事
項
、」に
改
め
、「
同
表
六
の
項
に
掲
げ
る
事

項
」
の
下
に
「
及
び
同
表
七
の
項
に
掲
げ
る
事
項
」
を
加
え
、「
並
び
に
同
表
七
の
項
及
び
八
の
項
」
を
「
、
同
表
八
の

項
に
掲
げ
る
事
項
及
び
同
表
九
の
項
」
に
、「
と
す
る
」
を
「
と
し
、
同
表
一
の
項
に
掲
げ
る
事
項
、
同
表
二
の
項
に
掲

げ
る
事
項
、
同
表
五
の
項
に
掲
げ
る
事
項
、
同
表
十
の
項
に
掲
げ
る
事
項
及
び
同
表
十
一
の
項
に
掲
げ
る
事
項
は
盛
り

込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
事
項
と
す
る
」
に
改
め
、
同
三
の
５
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

６

区
域
ご
と
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定
地
域
相
談
支
援
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の

確
保
に
係
る
医
療
機
関
、
教
育
機
関
、
公
共
職
業
安
定
所
そ
の
他
の
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
措
置
を
実

施
す
る
機
関
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項

第
二
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、
障
害
保
健
福
祉
の
観
点
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
医
療
、
教
育
、
雇
用
等
の
分
野

を
超
え
た
総
合
的
な
取
組
が
不
可
欠
で
あ
り
、
医
療
機
関
、
教
育
機
関
、
公
共
職
業
安
定
所
そ
の
他
の
職
業
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
措
置
を
実
施
す
る
機
関
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
の
三
の
４
を
同
三
の
５
と
し
、
同
三
の
３
中
「
こ
う
し
た
取
組
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
者
、
雇
用
、
教
育
、
医
療
等
の
関
連
す
る
分
野
の
関
係
者
等
を
含
め

た
自
立
支
援
協
議
会
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
関
係
者
の
連
携
の
下
、
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」

を
削
り
、
同
３
の
^

中
「
の
施
行
」
を
「
に
よ
る
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）

の
改
正
」
に
改
め
、
同
３
の
`

中
「
の
施
行
も
踏
ま
え
」
を
「
を
踏
ま
え
」
に
、「
自
立
支
援
協
議
会
」
を
「
協
議
会
」

に
改
め
、
同
３
を
同
三
の
４
と
し
、
同
三
の
２
を
同
三
の
３
と
し
、
同
三
の
１
の
^

中
「
新
た
に
創
設
さ
れ
た
」
を
削

り
、
同
１
を
同
三
の
２
と
し
、
同
２
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

１

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
に
関
す
る
事

項
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
第
二
に
即
し
て
目
標
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
数
値

目
標
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
更
に
推
進
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
障
害
福
祉
計
画
の
実
績
及
び
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
設
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

第
二
の
四
の
１
中
「
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
三
年
度
中
に
作
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
を
削
り
、
同
四
の
４
中

「
二
の
１
の
^

」
を
「
二
の
２
の
^

」
に
改
め
、
同
四
の
５
中
「
望
ま
し
い
。」の
下
に
「
な
お
、当
該
方
針
の
策
定
は
、

一
か
ら
三
ま
で
に
準
じ
て
行
う
も
の
と
す
る
。」を
加
え
、
第
二
を
第
三
と
し
、
第
一
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
並
び
に
市
町
村
及
び
都
道
府
県
の
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保

に
係
る
目
標

障
害
者
等
の
自
立
支
援
の
観
点
か
ら
、
地
域
生
活
移
行
や
就
労
支
援
と
い
っ
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
障
害
福

祉
計
画
に
お
い
て
必
要
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
量
を
見
込
む
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
は
平
成
二
十
六
年
度
を
目
標

年
度
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

一

福
祉
施
設
の
入
所
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行

地
域
生
活
へ
の
移
行
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
時
点
に
お
い
て
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い

る
障
害
者
（
以
下
「
施
設
入
所
者
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
今
後
、
自
立
訓
練
事
業
等
を
利
用
し
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
、
一
般
住
宅
等
に
移
行
す
る
者
の
数
を
見
込
み
、
そ
の
上
で
、
平
成
二
十
六
年
度
末
に
お
け
る

地
域
生
活
に
移
行
す
る
者
の
数
値
目
標
を
設
定
す
る
。
当
該
数
値
目
標
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
十
七
年
十

月
一
日
時
点
の
施
設
入
所
者
数
の
三
割
以
上
が
地
域
生
活
へ
移
行
す
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
合
わ
せ

て
平
成
二
十
六
年
度
末
の
施
設
入
所
者
数
を
平
成
十
七
年
十
月
一
日
時
点
の
施
設
入
所
者
数
か
ら
一
割
以
上
削
減

す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

な
お
、
施
設
入
所
者
数
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
新
た
に
施
設
へ
入
所
す
る
者
の
数
は
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
等
で
の

対
応
が
困
難
な
者
等
、
施
設
入
所
が
真
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
者
の
数
を
踏
ま
え
て
設
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ

と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
整
備
法
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十

四
号
）
に
規
定
す
る
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
（
以
下
「
旧
指
定
施
設
等
」
と
い
う
。）に
入
所
し
て
い
た
者
（
十

八
歳
以
上
の
者
に
限
る
。）で
あ
っ
て
、
整
備
法
に
よ
る
改
正
後
の
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
指
定

を
受
け
た
当
該
旧
指
定
施
設
等
に
引
き
続
き
入
所
し
て
い
る
も
の
（
以
下
「
継
続
入
所
者
」
と
い
う
。）の
数
を
除

い
て
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

二

入
院
中
の
精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行

精
神
科
病
院
か
ら
の
退
院
及
び
地
域
移
行
を
促
進
し
、
社
会
的
入
院
の
解
消
を
更
に
進
め
て
い
く
た
め
、
都
道

府
県
は
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
入
院
中
の
精
神
障
害
者
の
退
院
に
関
す
る
目
標
値
と

し
て
、
一
年
未
満
入
院
者
（
入
院
期
間
が
一
年
未
満
で
あ
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
平
均
退
院
率
（
あ
る
月

か
ら
連
続
し
た
十
二
月
の
各
月
ご
と
に
、
当
該
あ
る
月
に
入
院
し
た
者
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
月
ま
で
に
退
院

し
た
者
の
総
数
を
当
該
あ
る
月
に
入
院
し
た
者
の
数
で
除
し
た
数
を
算
出
し
、
そ
の
合
計
を
十
二
で
除
し
た
も
の

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
目
標
値
及
び
高
齢
長
期
退
院
者
数
（
退
院
し
た
者
の
う
ち
、
六
十
五
歳
以
上
で
あ
っ
て

五
年
以
上
入
院
し
て
い
た
者
の
数
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
関
す
る
目
標
値
を
設
定
す
る
。

目
標
値
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
一
年
未
満
入
院
者
の
平
均
退
院
率
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
度
に
お
け

る
一
年
未
満
入
院
者
の
平
均
退
院
率
を
平
成
二
十
年
六
月
三
十
日
の
調
査
時
点
か
ら
七
パ
ー
セ
ン
ト
相
当
分
増
加

さ
せ
る
こ
と
を
指
標
と
す
る
。
ま
た
、
高
齢
長
期
退
院
者
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
度
に
お
け
る
高
齢
長

期
退
院
者
数
を
直
近
の
数
か
ら
二
割
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
指
標
と
す
る
。

ま
た
こ
れ
と
併
せ
、
医
療
計
画
（
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
四
第
一
項
に
規

定
す
る
医
療
計
画
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
お
け
る
基
準
病
床
数
の
見
直
し
を
進
め
る
。

三

福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移
行
等

福
祉
施
設
の
利
用
者
の
う
ち
、
就
労
移
行
支
援
事
業
等
を
通
じ
て
、
平
成
二
十
六
年
度
中
に
一
般
就
労
に
移
行

す
る
者
の
数
値
目
標
を
設
定
す
る
。
目
標
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
十
七
年
度
の
一
般
就
労
へ
の
移
行
実
績

の
四
倍
以
上
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
福
祉
施
設
に
お
け
る
就
労
支
援
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
、
平
成

二
十
六
年
度
末
に
お
け
る
福
祉
施
設
の
利
用
者
の
う
ち
二
割
以
上
の
者
が
就
労
移
行
支
援
事
業
を
利
用
す
る
と
と

も
に
、
平
成
二
十
六
年
度
末
に
お
け
る
就
労
継
続
支
援
事
業
の
利
用
者
の
う
ち
三
割
以
上
の
者
が
就
労
継
続
支
援

（
Ａ
型
）
事
業
を
利
用
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
な
お
、
利
用
者
数
に
つ
い
て
は
、
継
続
入
所
者
の
数
を
除
い
て
設

定
す
る
も
の
と
す
る
。
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